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◎野焼きＱ＆Ａ

◎事業系一般廃棄物は事業者の負担で処理をお願いします。
　事業所のごみの収集は、市では行えません。
　　ただし、店舗併用住宅等、住居で事業を営んでいる場合はこの限りではありません。（飲食店は除く）
　　事業系ごみは、一般廃棄物の約30％を占め、市のごみ処理費の負担が大きくなっています。
　　事業者の方は、各自でごみ処理をお願いします。事業者の方は、下記までお問い合わせください。

◆吉野川市事業系一般廃棄物収集運搬業許可業者（許可順）

注意！ 周辺住民から煙害等による苦情が生じた（著しく迷惑をかけている）場合は、
軽微な焼却とは認められませんのでご注意ください。

業　　者　　名 電話番号 事 業 所 所 在 地

（有）クリーンエンゼル ☎25-3636 川島町山田字芝生39-6

中央クリーンセンター ☎24-6611 鴨島町鴨島370-1

あけぼの清掃 ☎24-7660 鴨島町牛島1905-1

（有）ロータス中央 ☎42-2274 山川町川田640-4

（有）パブリック ☎26-0430 鴨島町牛島1905

新興建設（株） ☎24-2701 鴨島町西麻植字新田37

（有）香美興業 ☎36-7279 阿波市市場町香美字西野神110-1

鈴木建設（株） ☎088-694-5557 板野郡上板町上六條176-2

（有）山一建設 ☎36-4598 阿波市市場町香美字西原248-1

※川島町と美郷地区限定

※川島町と美郷地区限定

※川島町と美郷地区限定

できます！

できます！

Q

Ａ

Q

Ａ

Q

Ａ

家庭から出る落ち葉や木の枝などを庭先で焼却できますか？　→　

廃棄物の野焼きは、原則禁止されています。落ち葉や枝木などを焼却する小規模なたき火（暖を
とる程度）は廃棄物の野焼き禁止の例外に該当するため、法律では禁止していません。ただし、
家庭ごみを一緒に焼却すると違反となり罰則行為になります。

農家が稲わらなどを焼却することはできますか？  →

水田での稲わらの焼却、あぜ道や道路脇等の雑草を刈り取って現地で焼却することは廃棄物の野
焼き禁止の例外に該当するため、法律では禁止していません。しかし、草をよく乾燥させないで
焼却すると、白煙が多量に発生して苦情の原因となりますので草を乾燥させてから、風のない日
に少しずつ燃やすようにしてください。ただし、農業といえども、雑草に混じったビニール袋や
プラスチック類の焼却は、廃棄物の野焼きに該当し、違反となり罰則行為になります。

ごみは絶対に燃やしてはいけないの？  →　

各家庭で、ドラム缶、基準に適合しない簡易焼却炉、ブロック囲い、地面の素堀りなどで家庭ご
みを燃やすことは、廃棄物の野焼き禁止に該当するため、法律で禁止しています。それはごみを
燃やした煙が悪臭・大気汚染になり迷惑となるためです。

はい、家庭ごみは燃やしてはいけません！
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●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230

○カン・金属類
市リサイクルセンター 回収業者

鋼材などの原料に生
まれ変わる。

収集 ・ スチール缶、アルミ缶を機
械選別した後プレスします
・金属類（粗大金属）に選別

混ぜればごみ、分ければ資源
リサイクル（再資源化）は、ごみの分別なくしては成り立ちません。ごみはきちんと分けて出しましょう。

○ビン類
市リサイクルセンター 回収業者

各種ガラス
ビンの材料
として生ま
れ変わる。収集 ・ 無色ビン、茶色ビン、そ

の他の色のビンに選別し
ます

色の種類ごとに
破砕される

破砕・融解され
各種の原料に加
工される

○ペットボトル
市リサイクルセンター 回収業者

衣料用繊維、
ペットボトル

収集

○古紙類

市リサイクルセンター 回収業者

トイレットペーパー、
再生紙などの原料

収集

（新聞紙、雑誌、段ボ
ール、雑紙）

○衣類（古着類）

市リサイクルセンター 回収業者

国内外で衣類として再
利用、ウエスとして再
生利用

収集

○廃食用油　

各支所拠点回収
（4カ所）

回収業者

バイオ燃料、石けん、
飼料用、肥料、工業
用として商品化

収集
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吉野川市の「ごみを減らしましょう！」
市民の皆さんにお願い

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフレット
やティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市民みんな
で取り組みましょう。

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

●「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙 紙袋に入れるお菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

美郷地区に「資源化ごみのモデル集積所」が完成
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　吉野川市では、市民でつくる「吉野川市のごみ処理を考える市民会議」の提言を受け、「資源化ごみのモ
デル集積所」を山川町、川島町に次いで美郷庁舎の裏駐車場内に設置しました。
●資源化ごみのモデル集積所とは
　いつでも資源ごみを出すことのできる利便性の高い集積所です。
●資源化ごみのモデル集積所に出せる「資源化ごみ」
　缶・金属・びん・ペットボトル・新聞・雑誌・雑紙・段ボール・蛍光灯・乾電池・埋立ごみ・複合ごみ・衣類

●資源化ごみのモデル集積所利用のしかた
１． モデル集積所には、コンテナを設置し、いつでも
出せるようになります。

２． 持ち込んだ時に、分類ごとに袋から出してコンテ
ナに入れていただきます。（衣類は、もやせない
ごみの袋に入れて出してください。）

３． コンテナに入れるため、ごみの指定袋に入れて持
ち込む必要がありません。

４．蛍光灯・乾電池は専用の容器を設置します。
５． 新聞・雑誌・段ボールは今までどおり、紙ひもで
しばって出してください。

※資源化ごみのモデル集積所に「燃やせるごみ」は持ち込まないでください。
※今までどおり、従来の集積所での収集も行います。
※粗大ごみは出せませんので、ご注意ください。
　（今までどおり、山川不燃物処理場・川島リサイクルセンターへ自己搬入）

美郷地区資源化ごみモデル集積所

●問い合わせ 市西環境センター　☎425333　市環境センター　☎㉔5697
市環境企画課　　　☎㉒2230

●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230
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●問い合わせ　市企画財政課　☎㉒2221

　

事
前
の
安
全
対
策

○
気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

○
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
く
（
①
吉
野

川
市
防
災
マ
ッ
プ
）。

○
屋
根
、
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
看

板
、
板
塀
な
ど
の
点
検
・
補
強
を

し
、
物
干
し
な
ど
飛
散
の
危
険
が

高
い
物
は
室
内
へ
取
り
込
む
。

○
側
溝
の
ご
み
や
土
砂
を
取
り
除

き
、
雨
水
の
排
水
を
よ
く
す
る
。

○
緊
急
避
難
に
備
え
て
非
常
時
持

ち
出
し
品
の
準
備
を
す
る
。

○
高
齢
者
、
障
害
者
等
、
災
害
時

に
支
援
が
必
要
な
方
々
の
避
難
や

連
絡
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お

く
（
②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台

帳
）。

　

緊
急
時
に
は
…

○
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
放
送
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
正
し
い
情

報
を
手
に
入
れ
る
（
③
吉
野
川
市

防
災
メ
ー
ル
、
④
河
川
監
視
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
）。

○
暴
風
や
豪
雨
で
屋
外
が
危
険
な

と
き
は
、
外
出
を
避
け
る
。

○
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
の
勧

告
や
指
示
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
迅
速
に
指
定
の
避
難
場
所
に

避
難
す
る
。

①
吉
野
川
市
防
災
マ
ッ
プ

　

災
害
時
に
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
で
は
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ

い
か
、
ど
こ
が
危
険
個
所
な
の
か

を
確
認
で
き
ま
す
。「
洪
水
編
」

と
「
土
砂
災
害
・
地
震
災
害
編
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳

　

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
と
、

そ
の
人
を
支
援
す
る
人
（
地
域
支

援
者
）
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、

災
害
時
に
備
え
ま
す
。
台
帳
に
は

要
援
護
者
の
住
所
、
氏
名
等
の
個

人
情
報
を
登
録
し
、
災
害
時
に
地

域
支
援
者
、
自
主
防
災
組
織
、
民

生
・
児
童
委
員
な
ど
の
方
に
最
小

限
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　
☎
㉕
２
１
１
１

③
吉
野
川
市
防
災
メ
ー
ル

　

台
風
や
地
震
な
ど
で
本
市
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き

に
、
災
害
の
状
況
な
ど
の
情
報
を

皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す
。（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
登
録
で
き
ま

す
）

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

④
河
川
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

　

氾
濫
の
恐
れ
の
あ
る
市
内
７
カ

所
の
河
川
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
現
在
の

水
位
等
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp/index.asp

携帯端末用
ＱＲコード

災
害
シ
ー
ズ
ン
接
近
中
！

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

お聴かせください。皆さんの声を！
　市政提案ボックスおよび市長へのメールは、市民の皆様の市政に対するアイデア、創意工夫な
どのご提案やご提言、またはご意見などをお聞きし、市政に反映させていくことを目的に設置し
ています。
　お寄せいただきましたご意見等は、市長が目を通した上で、
関係部署において検討するとともに、速やかに対応すること
としています。

※お願いとご注意
●  社会通念上ゆるされないような他人を誹

ひ

謗
ぼう

中傷する内容の
ものはお断りします。

● ｅメールアドレスの未記入や誤記があると、システムの都
合上ｅメールによる回答ができませんので、必ず確認して
ください。

市政提案ボックスホームページアドレス
　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/07service/02mail/index.asp

庁舎ごとに設置されている、市政提案ボックス
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●問い合わせ　市企画財政課　統計調査係　☎㉒2221

平成22年10月1日、国勢調査を実施します！

●10月１日現在で全国いっせいに行います。
❖　 平成22年10月１日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人および世帯を対象とし

ます。外国人も対象です。
　　 吉野川市では約４万５千人、約１万７千世帯のすべての人および世帯が調査の対象にな

ります。
❖　 ９月下旬から、調査員が各世帯を訪問して調査票を配布します。
　　 記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、吉野

川市国勢調査実施本部に郵送で提出していただきます。
❖　 調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、

私たちの暮らしのために役立てられます。

●法律に基づいて行います。
❖　 国勢調査は、統計法（国の統計に関する基本的な法律）で、基幹統計調査としての位置

づけが規定されています。
❖　 基幹統計調査については、統計法で、調査票に記入して提出することの報告義務が定め

られています。
❖　 国勢調査は、統計法で５年ごとに実施することが定められています。

●調査票の記入内容は厳重に守られます。
❖　 調査員をはじめとする国勢調査に従事する者には、統計法によって、個人情報を保護す

るための厳格な守秘義務が課せられています。
❖　 平成22年国勢調査では、調査票の封入提出方式が全面導入されたため、調査員が調査票

の記入内容を見ることはありません。
❖　 調査票に記入していただいた内容は、統計の作成以外に使用することはありません。
❖　 調査票は、外部に漏れないように厳重に管理し、集計が終わった後には完全に溶かし、

再生紙として生まれ変わります。

総務省・都道府県・市区町村
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査 e-ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

　国勢調査e-ガイド 検索



❼ 2010年（平成22年）8月11日

広報よしのがわ

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～
下水道への接続にご協力ください！

～☆９月10日は『下水道の日』です☆～

公共ます

（市が設置し管理する）

　公共工事として道路等に下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」が設置されましたら、下水道の供用
開始（※）が公示されます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などか
らの排水を流せるように「公共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく（正当な理由がな
い限り直ちに）接続してください。
　市の助成制度（奨励金、利子補給など）が受けられる間に、ぜひとも速やかな接続をお願いします。
　※ 下水道の供用開始とは… 排水設備を下水道に適切に接続すれば、汚水を自然環境に負荷をかけない水

質基準まで処理できるように流せる状態になることです。

　私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保が求め
られます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水質を保全し、
地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
　吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が急がれ
ます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。
　なお、吉野川市の下水道普及率は平成21年度末で、43.8％です。平成20年度末の全国平均は72.7％（徳
島県平均は13.3％で全国ワースト１）です。

接続工事は市が指定した工事店でないとできないことになっています。
必ず、指定工事店に依頼して施工してください。

●問い合わせ　市下水道課　☎423399
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　平成21年12月から「新たな農地制度」がスタートしています。改正農地法等では、転用
規制の厳格化等により食料の安定供給を図るための重要な生産基盤である農地を、確保する
ことが定められました。
　このことにより、主な改正点は次のとおりです。

※ 第１種農地の範囲が20ha以上から10ha以上になりました。
　このため、原則不許可の範囲が拡大されました。

●農地転用に対する規制に関する問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　市農業委員会　☎㉒2227
●農業振興地域制度に対する規制の変更についての問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　市農業振興課　☎㉒2228

「新たな農地制度」がスタート！

農地の状況 農地区分 許可の方針

　生産性の高い優良農地

◆農用地区域内農地
市が定める農業振興地域整備計画
において農用地区域とされた区域
の農地

　原則不許可

◆甲種農地
①農業公共投資後８年以内の農地
② 集団農地で高性能機械での営農
可能農地

　原則不許可
 　（例外許可あり）

◆第１種農地
①集団農地（10ha以上）
②農業公共投資対象農地
③生産力の高い農地

　原則不許可
 　（例外許可あり）

　小集団の未整備農地 ◆第２種農地
① 農業公共投資の対象となってい
ない小集団の生産力の低い農地

② 市街地として発展する可能性の
ある農地

　第３種農地に立地困難な
　場合に許可　　市街化近郊農地

　市街地の農地
◆第３種農地
①都市的整備がされた区域内の農地
②市街地にある農地

　原則許可

農地転用
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プレゼントされた花を手に記念撮影

鴨島小学校の児童による金管バンド

牛島雲龍組たたら保存会によるたたら
地域防災力の向上が期待される機能別
消防団員ら

法務大臣からのメッセ
ージを市長（写真左）に
伝達

法務大臣のメッセージ
を手に記念撮影

　

６
月
11
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
お

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
毎
年
花
の
き
れ
い
な
こ

の
季
節
に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込

め
て
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
２
日
、
徳
島
市
の
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
郷
土
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

　

６
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え

る
「
五
九
郎
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

鴨
島
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
金
管

バ
ン
ド
、
五
九
郎
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
五
九
郎
太
鼓
の
演
奏
や
牛
島

雲
龍
組
た
た
ら
保
存
会
に
よ
る
た

た
ら
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
り
26
日
か
ら
１
日
順

延
と
な
り
ま
し
た
が
、
27
日
は
天

気
も
無
事
に
回
復
。
歩
行
者
天
国

と
な
っ
た
通
り
で
は
、
催
し
や
た

く
さ
ん
の
夜
店
を
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
で
、
美
郷
班
機
能
別
消
防
団
員

の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
消
防

関
係
Ｏ
Ｂ
団
員
18
人
と
女
性
団
員

15
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

機
能
別
消
防
団
員
は
、
減
少
傾

向
に
あ
る
消
防
団
員
数
を
補
う
た

め
に
、
特
定
の
活
動
に
の
み
従
事

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
的

に
導
入
さ
れ
て
い
る
制
度
で
、
市

に
お
い
て
は
初
め
て
、
県
下
で
は

３
例
目
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
辞
令
を
受
け
た
団
員
は
、

長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
の
経
験

や
女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を
生

か
し
て
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

機
能
別
消
防
団
員
が

誕
生
し
ま
し
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

人
権
擁
護
委
員
を
表
彰

五
九
郎
ま
つ
り

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

会
第
57
回
総
会
で
、
功
績
の
あ
っ

た
吉
野
川
市
人
権
擁
護
委
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰

佐
野　

久
子
（
鴨
島
町
）

山
崎　

ひ
と
み
（
鴨
島
町
）

森　

順
子
（
川
島
町
）

◎
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰

日
和
田　

慈
泉
（
山
川
町
）

松
村　

勝
子
（
山
川
町
）

住
民
避
難
誘
導
や
情
報
収
集
・
連

絡
、
物
資
供
給
活
動
や
後
方
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常

時
に
お
け
る
自
主
防
災
活
動
の
訓

練
指
導
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
の
防
火
訪
問
、
防
災
教
育
や
応

急
手
当
普
及
指
導
等
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

６
月
27
日
、
五
九
郎
ま
つ
り
で

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
と
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
７
月
１
日

に
は
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
と
、

市
内
を
広
報
車
に
よ
る
啓
発
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
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４
月
中
に
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
、
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
家
庭

に
対
し
、「
新
規
認
定
請
求
書
兼
額
改

定
請
求
書
」
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
４
月
か
ら
の
手
当
を
受
給
す
る

に
は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
９
月
30
日
㈭
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉒
６
６
１
４

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

「
子
ど
も
手
当
」
新
規
申
請
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

「
父
子
家
庭
の
父
も
児
童
扶
養

手
当
」
対
象
と
な
り
ま
す

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
黄
色
信
号　

急
ぐ
と
危
な
い　

安
全
確
か
め　

止
ま
ろ
う
ね

大
舘　

朋
恵
（
上
浦
小
学
校
５
年
）

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
父
も
児
童
扶
養
手
当
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

支
給
要
件　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
父
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子
ど
も　

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）

持
参
物　

印
鑑
（
ゴ
ム
印
、
ス
タ
ン
プ

印
不
可
）、
年
金
手
帳
、
申
請
者
名
義

の
口
座
の
通
帳
、
ほ
か
に
ご
家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
添
付
書
類
を
ご
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。

申
請
期
限　

11
月
30
日
㈫
ま
で

※
平
成
22
年
度
に
限
り
、
期
限
内
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
８
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
12
月
以
降

は
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
係

☎
㉕
６
６
１
４

「
児
童
扶
養
手
当
」
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
８
月
中
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
８
月
中
に
提
出
が
な
い

と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
限　

８
月
31
日
㈫
ま
で
（
土
・

日
を
除
く
）

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）

持
参
物　

印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ

印
不
可
）、
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平

成
21
年
度
受
給
対
象
者
の
方
）

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
４

平
成
22
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
下
水
道
課
（
山
川
庁
舎
２
階
）
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈬
〜
10
月
１
日
㈮

提
出
先　
（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

受
験
手
数
料　

１
万
円
（
受
験
講
習
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
験
講
習

と
き　

11
月
８
日
㈪
午
後
１
時
40
分
〜

３
時
40
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま　

３
階

　

第
２
特
別
会
議
室
（
徳
島
市
山
城
町

東
浜
傍
示
１
番
地
１
）

試
験

と
き　

11
月
15
日
㈪
午
後
１
時
40
分
〜

午
後
３
時
40
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま　

３
階

第
２
特
別
会
議
室

市
下
水
道
課
総
務
係　
☎
42
３
３
９
９

〒
７
７
０
─０
９
３
９　

徳
島
市
か
ち
ど
き

橋
一
丁
目
41　

徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

  　

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１
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吉
野
川
市
教
育
委
員
会
で
は
市
内
文

化
財
の
保
護
を
行
う
た
め
に
次
の
方
々

を
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
に
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

委
嘱
期
間
は
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

で
す
。

　

今
後
は
保
護
方
法
の
検
討
、
新
指
定

文
化
財
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

て
い
る
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の

自
動
交
付
機
を
、
自
家
用
発
電
装
置
の

点
検
の
た
め
、
８
月
28
日
㈯
正
午
か
ら

午
後
５
時
の
間
休
止
し
ま
す
。

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の

支
援
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
の
受
け
付

け
を
平
成
22
年
12
月
28
日
㈫
ま
で
継
続

し
ま
す
。

【
支
援
の
概
要
】

１　

支
援
の
申
込
受
付
期
限

　

平
成
22
年
12
月
28
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で

２　

支
援
の
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯

（
１
）
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

（
２
）
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

つ
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯

（
３
）
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
世
帯

３　

支
援
の
内
容

　

市
役
所
庁
舎
と
山
川
庁
舎
に
設
置
し

吉
野
川
市
文
化
財
保
護

　
　
　

審
議
会
委
員
に
つ
い
て

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
な
ど
の
支
援

８
月
28
日
㈯
自
動
交
付
機
を
休

止
し
ま
す

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

吉
野
川
市
文
化
祭
出
展
・
出
演

募
集

　

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

地
域
の
文
化
振
興
を
目
的
と
し
、
10
月

29
日
㈮
か
ら
11
月
３
日
㈬
ま
で
の
６
日

間
、
川
島
体
育
館
等
で
吉
野
川
市
文
化

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た

め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
無
償
給

付
、
訪
問
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
受
信
施
設
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
改
修
経
費
と
し
て
支
援
を
受
け
る

世
帯
が
負
担
す
る
額
の
給
付
を
行
い
ま

す
。

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

（
右
記
の
番
号
に
つ
な
が
ら
な
い
と
き

☎
０
４
４-

９
６
９-

５
４
２
５
）

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
／
土
・

日
・
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

い
。
自
分
達
の
作
品
を
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ

文
化
祭
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
の
部

○
募
集
内
容　

生
け
花
、
陶
芸
、
写
真
、

手
芸
、
絵
画
、
書
道
等

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
20
号
（
72
㎝
×

60
㎝
）
程
度
ま
で
と
し
ま
す
。

○
展
示
場
所　

川
島
体
育
館

○
展
示
予
定
日　

10
月
29
日
㈮
〜
10
月

31
日
㈰

演
芸
の
部

○
募
集
内
容　

日
舞
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等

○
発
表
場
所　

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
発
表
予
定
日　

11
月
３
日
㈬

■
募
集
期
限　

作
品
展
示
の
部
、
演
芸

の
部
と
も
に
９
月
３
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
先　

生
涯
学
習
課（
山
川

庁
舎
１
階
）、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、

鴨
島
公
民
館
、
川
島
公
民
館
、
山
川
公

民
館
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

し
て
は
だ
め　

車
道
に
飛
び
出
す　

危
険
な
遊
び

遠
藤　

桃
菜
（
牛
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

問
い
合
わ
せ

役　

職

氏　
　

名

会　

長

阿あ　

部べ　

保や
す　

夫お

副
会
長

芝し
ば　

原は
ら　

富ふ

士じ

夫お

委　

員

井い　

内う
ち　

　
　

衡
ひ
と
し

委　

員

鎌か
ま　

田だ　

成し
げ　

之ゆ
き

委　

員

来く
る　

見み　

義よ
し　

昭あ
き

委　

員

谷た
に　

本も
と　

　
　

清
き
よ
し

委　

員

日ひ

和わ

田だ　

慈じ　

泉せ
ん

委　

員

山や
ま　

口ぐ
ち　

哲て
つ　

夫お
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プ
ー
ル
で
！　

マ
シ
ー
ン
で
！

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集

介
護
保
険
課
嘱
託
員
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習

後
期
受
講
者
募
集

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間　

10
月
〜
12
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
☎ 

㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

９
月
10
日
（
金
）

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

必
要
最
低
人
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
を
開
講
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係　

☎
㉕
６
６
２
７

募
集
人
員　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
１

人資
格
等　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者
／
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得

者主
な
職
務
内
容

　

介
護
保
険
で
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た

方
に
対
す
る
介
護
予
防
支
援
業
務
等

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
30
時
間
程
度

雇
用
期
間　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら

１
年
間

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

Ⓐ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

的
な
操
作
を
紹
介
）
／
各
８
人
×
４
回

Ⓑ
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
８
人
×
４
回

Ⓒ
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
８
人
×
４
回

Ⓓ
応
用
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
応
用
機
能
を
紹
介
）
／
各
８
人
×
４

回と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
室

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈬
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
７
月
に
鴨
島
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
前
期
）
を
受

講
さ
れ
た
方
は
、
今
回
同
じ
コ
ー
ス
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　

☎
42
４
１
１
５

項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
証
す
る
書
類

の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
介
護
保
険
課
地

域
支
援
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
31
日
㈫

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

市
介
護
保
険
課　
　
　
☎
㉕
６
６
２
７

開催日時 ９月９日㈭ ９月10日㈮ ９月11日㈯ ９月12日㈰

午前９時45分
～11時45分 ①パソコン基礎 ⑤ワープロ入門 ⑨表計算入門 ⑬応用コース

 午後1時
     ～3時 ②パソコン基礎 ⑥ワープロ入門 ⑩表計算入門 ⑭応用コース

午後3時15分
～5時15分 ③パソコン基礎 ⑦ワープロ入門 ⑪表計算入門 ⑮応用コース

午後6時30分
　～8時30分 ④パソコン基礎 ⑧ワープロ入門 ⑫表計算入門 ⑯応用コース

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
命
づ
な　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を　

忘
れ
ず
に

大
坪　

穂
野
香
（
森
山
小
学
校
５
年
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
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問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
生
募
集

第
６
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

視
覚
障
害
者
対
象
体
験

学
習
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
ヘ

ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

農
商
工
連
携
人
材
育
成

＆
新
事
業
展
開
支
援
研

修
の
開
催

平
成
22
年
度
就
業
支
援
講
習

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈬
午
前
６

時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈬
午
前
７

時
〜
８
時

　

除
草
作
業
、清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

８
月
29
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

年
間
開
催
予
定
日
（
い
ず
れ
も

日
曜
日
）
９
月
26
日
、10
月
31
日
、

11
月
28
日
、
12
月
26
日

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０

　

朗
読
グ
ル
ー
プ「
あ
い
う
え
お
」で

は
、視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
と

し
た
体
験
学
習
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
た
め
、ツ
ア
ー
当
日
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
事
業
」

や
「
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な

事
業
」
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
新
し
く
何
か

や
っ
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
方
を

対
象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

婦
な
ど

と
こ
ろ　

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日　

８
月
22
日
㈰
午
前
10
時

〜
正
午
、
９
月
26
日
㈰
午
後
１
時

〜
４
時

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

　

ツ
ア
ー
は
、
視
覚
障
害
者
の
方

が
日
常
体
験
で
き
に
く
い
こ
と
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を
得

て
、
体
験
す
る
も
の
で
す
。
多
く

の
方
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、事
前
に「
ガ

イ
ド
ヘ
ル
プ
講
習
会
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
10
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
講
習
会

と
き　

９
月
18
日
㈯
午
前
10
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

●
体
験
学
習
ツ
ア
ー

と
き　

10
月
２
日
㈯

と
こ
ろ　

淡
路
島
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘

参
加
費　

１
５
０
０
円（
昼
食
代
）

朗
読
グ
ル
ー
プ
「
あ
い
う
え
お
」

代
表
：
岡
本　
　
☎
㉔
２
２
７
３

対
象
に
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

研
修
内
容
お
よ
び
日
程　

講
義
研
修　

８
月
25
日
㈬
〜
10
月

27
日
㈬
ま
で
の
延
べ
10
日
間

実
地
研
修　

11
月
10
日
㈬
ほ
か
４

回
開
催

と
こ
ろ　

川
島
町
商
工
会
館

参
加
費　

無
料

募
集
人
数　

30
人

募
集
期
限　

８
月
23
日
㈪

川
島
町
商
工
会　
☎
㉕
４
２
５
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

８
月
16
日
㈪
、
９
月
６
日

㈪
・
13
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

９
月
８
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

　

平
成
22
年
度
10
月
入
校
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

離
転
職
者
等
で
、
公
共
職

業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
方

◎
募
集
訓
練
科　

阿
南
校　

Ｏ
Ａ
処
理
科　

西
部
校　

設
備
施
工
科

訓
練
期
間　

６
カ
月

定
員　

15
人

申
込
期
限　

９
月
３
日
㈮
ま
で

選
考
日
時　

９
月
17
日
㈮
午
前
10

時
〜

申
し
込
み
先　

居
住
地
を
所
管
す

る
公
共
職
業
安
定
所

※
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た
は
色
覚

が
正
常
で
な
い
方
は
、
出
願
前
に

各
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
４
（
２
６
）
０
２
５
０

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
３
（
６
２
）
３
０
６
７

県
労
働
雇
用
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
３
５
１

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

あ
と
ち
ょ
っ
と　

あ
わ
て
る
気
持
ち
が　

赤
信
号

澤
田　

紘
希
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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先
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
「
カ
チ
ッ
」
の
音
で　

お
出
か
け
ゴ
ー

小
椋　

明
日
香（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

問
い
合
わ
せ

第
６
回
吉
野
川
市
社
会

福
祉
大
会

第
１
２
８
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

海
上
保
安
大
学
校
学
生

募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

で
す
！

と
き　

10
月
23
日
㈯
午
前
10
時

（
受
付
・
開
場
午
前
９
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

記
念
講
演
「
命
を
咲
か
せ
る　

自

分
が
好
き
で
す
か
」

講
師　

南
蔵
院
第
二
十
三
世
住
職

林　

覚
乗
さ
ん

主
催　

市
社
会
福
祉
協
議
会

後
援　

吉
野
川
市
・
吉
野
川
市
教

育
委
員
会

市
社
会
福
祉
協
議
会☎

42
２
０
８
９

ま
ち
か
ど
ナ
イ
ト
ｉｎ
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

岡
田
あ
つ
子
、コ
ー
ル
・

エ
・
コ
ー
ル
鴨
島
、
オ
ー
ル
ウ
ェ

イ
ズ　

他
多
数

と
き　

８
月
28
日
㈯
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

い
の
で
、
常
温
保
存
の
食
品
で
も
、

す
ぐ
に
使
わ
な
い
場
合
は
、
冷
蔵

庫
や
戸
棚
内
な
ど
温
度
管
理
が
で

き
る
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
、
し
ま
っ
た
食
材
の
メ

モ
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
先
入
れ

先
出
し
の
励
行
が
で
き
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
器
具
の
管
理
【
調
理
器
具
は
こ

ま
め
に
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
】

　

特
に
、
包
丁
・
ま
な
板
は
材
料

ご
と
に
洗
浄
し
、
日
光
で
よ
く
乾

か
し
ま
し
ょ
う
。
ふ
き
ん
は
作
業

が
終
わ
っ
た
ら
洗
剤
で
洗
い
、
日

光
で
よ
く
乾
か
し
ま
す
。
塩
素
系

漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
す
る
場
合
、

汚
れ
が
あ
る
と
消
毒
効
果
が
薄
れ

て
く
る
の
で
、
先
に
洗
剤
で
洗
い

ま
し
ょ
う
。

③
調
理
に
つ
い
て
【
食
べ
る
分
だ

け
を
調
理
し
、
で
き
あ
が
っ
た
料

理
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
】

　

料
理
は
で
き
る
だ
け
、
そ
の
と

き
食
べ
る
分
量
で
作
り
、
食
べ
な

い
分
は
先
に
取
り
分
け
冷
蔵
す
る

か
冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き

は
、
冷
蔵
庫
内
で
の
汚
染
を
避
け

る
た
め
、
ふ
た
付
き
の
容
器
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
時
間

放
置
さ
れ
た
料
理
は
、
思
い
き
っ

て
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
手
洗
い
に
つ
い
て
【
調
理
の
前

後
だ
け
で
な
く
、
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
】

　

手
洗
い
は
石
け
ん
と
流
水
で
丁

寧
に
行
い
、
洗
浄
後
は
乾
い
た
タ

オ
ル
で
し
っ
か
り
水
気
を
取
り
ま

し
ょ
う
。
台
所
の
タ
オ
ル
は
頻
繁

に
使
う
の
で
、
食
事
ご
と
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
貝
毒
の
発

生
が
多
く
な
り
ま
す
。
食
べ
る
と
、

舌
、
唇
な
ど
が
し
び
れ
る
ほ
か
、

最
悪
の
場
合
、
死
亡
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
潮
干
狩
り
を
控
え

る
よ
う
」
と
マ
ス
コ
ミ
等
で
呼
び

か
け
て
い
る
場
合
は
、
絶
対
に
貝

を
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

☎
36
９
０
１
６

海
上
保
安
大
学
校（
広
島
県
呉
市
）

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の
①

〜
④
に
該
当
す
る
方

①
高
等
学
校
卒
お
よ
び
平
成
23
年

３
月
に
同
校
卒
業
見
込
み
の
方

②
中
等
教
育
学
校
卒
お
よ
び
平
成

23
年
３
月
に
同
校
卒
業
見
込
み
の

方③
高
等
専
門
学
校
第
３
学
年
を
修

了
し
た
方
お
よ
び
平
成
23
年
３
月

に
修
了
見
込
み
の
方

④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定

を
含
む
）
に
合
格
し
た
方
等
、
人

事
院
が
①
、
②
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間

郵
送
の
場
合
／
８
月
26
日
㈭
〜
９

月
７
日
㈫

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
／
８
月

26
日
㈭
午
前
９
時
〜
９
月
１
日
㈬

午
後
５
時

一
次
試
験　

10
月
30
日
㈯
・
31
日

㈰〒
７
７
３-

０
０
０
１　

小
松
島

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　
　
☎
㉔
３
７
２
５（
鎌
田
）

市
小
松
島
町
字
外
開
１
―
11　

小

松
島
み
な
と
合
同
庁
舎
４
階

徳
島
海
上
保
安
部　

管
理
課

☎
０
８
８
５
（
３
３
）
２
２
４
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/05kanku/tokushim

a/

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を

対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補

助
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
事
業
実
施
20
周
年

記
念
事
業
と
し
て
「
洋
上
慰
霊
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
や
日
程
な

ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業

係☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

　

猛
暑
が
続
く
中
、
体
調
を
崩
し

や
す
く
な
る
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な

り
ま
す
と
、
よ
り
い
っ
そ
う
食
品

の
衛
生
面
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
家

庭
の
食
事
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
材
の
管
理
【
買
い
物
を
し
た

ら
、
す
ぐ
冷
蔵
庫
に
し
ま
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
】

　

夏
場
は
台
所
の
室
内
温
度
が
常

に
高
く
、
強
い
日
差
し
が
長
時
間

に
わ
た
り
入
っ
て
く
る
こ
と
が
多

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。
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「
楽
し
い
健
康
阿
波
踊
り
」講
演
会

と
び
出
し
は　

交
通
事
故
の　

始
ま
り
だ

傍
示　

健
太
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

選
抜
阿
波
踊
り
大
会

　

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会

に
よ
る
舞
台
公
演
で
、
県
西
部
の

有
名
連
も
参
加
し
ま
す
。
夏
の
終

わ
り
を
飾
る
迫
力
あ
る
踊
り
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
28
日
㈯
午
後
６
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
入
場
無
料
）

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会　

会
長 

松
島
一
光　
☎
㉔
２
０
８
７

川
島
公
民
館
だ
よ
り

と
き　

９
月
５
日
㈰
・
18
日
㈯
午

後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師　
「
娯ご

座ざ

留る

連
」
連
長

四
宮　

生
重
郎
さ
ん

演
題　
「
踊
り
続
け
て
き
た
60

年
！
」
続
け
て
い
る
根
源
は
何
だ

ろ
う
か
…
？

※
入
場
無
料
、
阿
波
踊
り
の
実
技

も
あ
り
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催　

川
島
公
民
館

共
催　

川
島
春
秋
会
・
川
島
婦
人

会

平
成
22
年
度
後
期

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

受
講
期
間　

10
月
３
日
㈰
〜
３
月

６
日
㈰

10
回
コ
ー
ス

☆
印
は
講
師
が
替
わ
る
講
座

☆
生
け
花（
未
生
流
中
山
文
甫
会
）

（
日
和
田
静
代
）

・
園
芸　
　
　
　

   （
住
友
昭
利
）

・
文
学
の
小
径
（
宮
久
保
美
恵
子
）

・
短
歌　
　
　
　
　
（
楠
本
邦
利
）

・
篆て

ん

刻こ
く　

　
　
　
　
（
射
場
博
子
）

・
水
墨
画　
　
　
　
（
久
米
芳
邦
）

・
オ
カ
リ
ナ　
　
　
（
武
市
隆
嗣
）

・
自
然
の
素
材
を
織
る

　
　
　
　
　
　
　
（
島
田
ひ
ろ
み
）

・
童
謡
・
唱
歌
い
き
が
い
教
室

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
井
須
眞
子
）

・
手
編
み
手
芸　
　
（
新
居
房
江
）

・
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

（
石
田
百
合
子
）

・
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
（
松
本
加
容
子
）

・
七
宝
焼　
　
　
　
（
山
田
和
子
）

・
花
で
生
活
を
楽
し
む

（
近
藤
佐
起
江
）

・
ビ
デ
オ　
　
　
（
牧
本
美
代
子
）

20
回
コ
ー
ス

☆
日
本
舞
踊　
　
（
松
井
美
恵
子
）

☆
茶
道
（
表
千
家
）（
高
木
和
子
）

☆
生
け
花
（
未
生
流
笹
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
和
泰
）

・
話
す
た
め
の
し
ゃ
べ
り
方
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
武
敏
）

・
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
（
富
山
雅
代
）

・
書
に
親
し
む　
　
（
武
市
鳴
雲
）

・
書
道
入
門　
　
　
（
熊
代
厚
子
）

・
実
用
書
道　
　
　
（
寺
内
金
子
）

・
16
式
太
極
拳　
　
　
　
（
黄
麗
）

・
初
級
太
極
拳　
　
（
村
上
恵
子
）

・
大
正
琴　
　
　
　
（
山
本
源
淑
）

・
藍
染
め　
　
　
　
（
藤
井
和
栄
）

・
木
目
込
人
形　
　
（
小
林
鳳
美
）

・
陶
芸　
　
　
　
　
　
（
笠
井
享
）

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

（
薩
摩
利
子
）

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

川
島
公
民
館　
　
☎
㉕
２
１
８
０

問
い
合
わ
せ

・
着
物
着
付
け　
　
（
桑
田
律
子
）

・
さ
く
ら
長
唄
三
味
線（

春
名
完
二
）

・
民
謡　
　
　
　
（
藤
本
秀
森
寿
）

・
民
謡
三
味
線　
（
藤
本
秀
森
幸
）

・
洋
画　
　
　
（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間　

８
月
23
日
㈪
〜
９
月

20
日
㈪
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
し
ま
す
）

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
20
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
公
民
館
等
、
市
内
各
文
化

施
設
に
設
置
し
ま
す
。

◆
平
成
22
年
度
前
期
講
座
修
了
作

品
展
・
発
表
会
の
お
知
ら
せ

と
き　

９
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
20
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
和
室
・

ロ
ビ
ー

◆
第
１
回
短
歌
大
会

と
き　

11
月
14
日
㈰
午
前
10
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品　

新
作
一
首　
　

申
込
期
間　

８
月
20
日
㈮
〜
９
月

20
日
㈪
（
必
着
）

申
し
込
み
先　

文
化
研
修
セ
ン
タ

ー（
申
込
用
紙
も
置
い
て
い
ま
す
）

吉
野
川
市
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長　

宮

久
保　

美
恵
子   

☎
42
７
４
３
３

◆
ふ
る
さ
と
講
演
会
の
ご
案
内

演
題　
「
こ
こ
ろ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
―
悩
み
に
も
豊
か
な
意
味

が
あ
る
―

講
師　

藤
原　

勝
紀
先
生
（
吉
野

川
市
出
身　

京
都
大
学
名
誉
教
授
、

臨
床
心
理
士
）

と
き　

９
月
23
日
㈭
午
後
３
時
〜

90
分
程
度
（
終
了
後
、
希
望
が
あ

れ
ば
個
別
面
談
も
受
け
付
け
ま

す
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
整
理

券
が
必
要
で
す
。）

主
催　

市
文
化
協
会

後
援　

市
教
育
委
員
会

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」　

事
故
に
つ
な
が
る　

そ
の
ゆ
だ
ん

岡　
　

未
来
（
知
恵
島
小
学
校
５
年
）

○
災
害
に
備
え
て
日
ご
ろ
の
心
構

え
　

地
震
、
津
波
、
台
風
、
洪
水
な

ど
の
災
害
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、

建
物
の
倒
壊
や
電
気
・
ガ
ス
が
寸

断
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
や
悲
惨
さ
も
、
時
の
流
れ
と

と
も
に
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
防
災
と
い
う
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に

慌
て
ず
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す

る
心
構
え
と
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
日
ご
ろ
の
心
構
え

・
防
災
に
つ
い
て
の
家
族
会
議

　

い
ざ
と
い
う
時
、
誰
が
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
る
の
か
、
何
を
持

ち
出
す
の
か
な
ど
の
役
割
分
担
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
情
報
に
注
意

　

日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
気
象
情
報
に
関
心
を
持

ち
、
台
風
が
接
近
す
る
時
な
ど
は
、

刻
々
と
変
化
す
る
気
象
の
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

避
難
場
所
で
の
生
活
に
最
低
限

必
要
な
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

非
常
食
糧
、
応
急
医
療
品
な
ど
を

用
意
し
、
非
常
持
ち
出
し
袋
に
入

れ
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　

県
、
市
町
村
な
ど
が
行
う
防
災

訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
を
自
分
自

身
で
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て

　

非
常
時
に
家
族
が
１
日
か
２
日

程
度
の
間
、
避
難
所
な
ど
で
過
ご

す
た
め
に
は
、
非
常
食
、
携
帯
ラ

ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
タ
オ
ル
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
庭

で
は
、
こ
れ
ら
の
「
非
常
持
ち
出

し
品
」
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入

れ
て
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に
準

備
し
て
お
く
と
と
も
に
、
定
期
的

に
点
検
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
食
料
品
等
…
水
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
あ
め
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

缶
詰
な
ど

・
医
療
品
…
救
急
ば
ん
そ
う
こ
う
、

包
帯
、
外
傷
薬
、
応
急
セ
ッ
ト
な

ど・
貴
重
品
…
印
鑑
、
預
貯
金
通
帳
、

証
書
、
現
金
な
ど

・
生
活
用
品
…
懐
中
電
灯
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
下
着
、

毛
布
な
ど

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

防
災
一
口
メ
モ

と
き　

８
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

定
員　

20
人

参
加
料　

高
校
生
以
上
１
０
０
０

円
、
小
学
３
年
生
以
上
７
０
０
円

（
入
館
料
、
材
料
費
含
む
）

申
込
締
切　

８
月
21
日
㈯

美
郷
ほ
た
る
館
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

美
郷
ほ
た
る
館　

☎
43
２
８
８
８

親
子
ホ
タ
ル
籠
作
り

と
き　

８
月
30
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
県
防
犯
設
備
協
会　

副
会
長　

牛
田　

稔
さ
ん

と
き　

９
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

講
師　

日
本
銀
行
徳
島
事
業
部　

所
長　

大
野
修
一
さ
ん

と
き　

９
月
10
日
㈮
か
ら
月
１
回

（
年
４
回
）

講
師　

中
西
充
子
先
生
（
管
理
栄

養
士
）

材
料
費　

２
０
０
０
円
（
４
回
分

×
５
０
０
円
）

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

タ
オ
ル

と
き　

初
回
８
月
29
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

小
林　

鳳
美
さ
ん

材
料
費　

１
９
０
０
円
〜
２
９
０

０
円
程
度

申
込
締
切　

８
月
20
日
㈮

と
き　

９
月
６
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
き　

９
月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時

講
師　

徳
島
農
政
事
務
所　

石
山

さ
ん　

岩
野
さ
ん

と
き　

９
月
８
日
㈬
午
後
２
時

と
き　

９
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

吉
野
川
市
文
化
財
審
議
会

副
会
長　

芝
原
富
士
夫
さ
ん

と
き　

９
月
９
日
㈭
か
ら
月
１
回

（
年
６
回
）

講
師　

鴨
島
病
院　

田
村
英
司
先

生
（
理
学
療
法
士
）

内
容　

足
・
腰
・
膝ひ
ざ

の
筋
力
強
化
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

生
涯
学
習
講
座（
飛
び
入
り
歓
迎
）

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
防
犯
対
策　

防
犯
器
具
の
実
演
）

や
さ
し
い
経
済
講
座
（
日
本
銀

行
の
役
割
に
つ
い
て
）

生
き
生
き
高
齢
者

男
性
料
理
教
室

木
目
込
み
人
形
教
室
（
来
年
の

干
支
ウ
サ
ギ
作
成
）

地
域
の
歴
史
講
座
（
日
本
史
・
幕
藩

体
制
と
徳
島
藩
を
阿
波
藩
に
復
活
）

◆
健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
消
化
器
疾

患　

胃
・
大
腸
検
診
）

防
災
教
室
（
転
倒
防
止
の
器
具

の
取
り
付
け
方　

説
明
と
実
技

指
導
）

食
と
農
の
知
っ
得
講
座
（
よ
く

わ
か
る
・
食
品
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
）

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

青
少
年
非
行
防
止
弁
論
大
会

高
齢
者
健
康
体
操
教
室

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

と
き　

９
月
６
日
㈪
午
後
３
時
〜

４
時

講
師　

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病

院　

柏
木　

節
子
さ
ん

講
師　

松
島
組
安
全
衛
生
協
議
会

藤
本
建
設
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右
左　

前
を
む
い
た
ら　

さ
あ
い
く
ぞ

山
本　
　

武
（
川
島
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

国
民
年
金
だ
よ
り

口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は

●
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押

印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、

金
融
機
関
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

前
納
の
申
し
込
み

●
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
申
し
込

み
の
１
年
分
お
よ
び
上
期
６
カ
月

分
（
４
〜
９
月
分
）
は
毎
年
２
月

末
ま
で
に
、
下
期
６
カ
月
分
（
１

月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま

で
に
、
徳
島
北
年
金
事
務
所
必
着

と
な
る
よ
う
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
平
成
22
年
度
の
１
年
分
お
よ
び

上
期
６
カ
月
分
は
、
す
で
に
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
平

成
23
年
度
か
ら
の
申
し
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
現
金
納
付
に
よ
る
前
納
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
納
付

期
限
内
で
あ
れ
ば
６
カ
月
・
１
年

分
に
か
か
わ
ら
ず
前
納
が
可
能
で

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
前
納
用

の
納
付
書
が
必
要
で
す
の
で
、
徳

島
北
年
金
事
務
所
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は「
口

座
振
替
」が
便
利
で
お
得
で
す

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

　

吉
野
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
に

「
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
の
参
画
の
拡
大
」
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
喜
び
も
責
任
も
分

か
ち
合
う
社
会
づ
く
り
に
お
い
て
、

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女

共
同
参
画
は
非
常
に
重
要
で
す
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性

の
社
会
参
加
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
政
策
や
方
針
を
決
定
す
る
過

程
へ
の
女
性
の
参
画
は
十
分
と
は

い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
男

女
が
社
会
に
お
い
て
真
に

平
等
な
立
場
で
活
躍
す
る

た
め
に
は
、
女
性
が
よ
り

一
層
政
策
・
方
針
決
定
の

過
程
に
参
画
し
て
い
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成

24
年
度
ま
で
に
、
市
の
審

議
会
、
委
員
会
、
協
議
会

等
で
の
女
性
委
員
の
占
め

る
割
合
が
35
％
以
上
に
な

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

「
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
の
拡
大
」

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

課長は男？

重要なポストに女性はいない、という思いこみ
から、女性の存在を無視してしまったことはあ
りませんか？

女性の登用 委員総数
（人）

女性委員の数
（人）

女性の割合
（％）

法律に基づく審議会等（地
方自治法第202条の３） 325 79 24.3

法律に基づく委員会等（地
方自治法第180条の５） 57 7 12.3

その他の委員会、協議会
等（市の規則、要綱等） 473 217 45.9

合　　計 855 303 35.4

課長
徳島花子
課長
徳島花子

徳
島

平成22年度 1カ月分 6カ月分※ 1年分※
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金
納付および翌月末振替の口座
振替）

15,100円 － 90,600円 － 181,200円 －

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替) 15,050円 50円 90,300円 300円 180,600円 600円

６カ月前納（現金納付） － － 89,860円 740円 179,720円 1,480円
６カ月前納（口座振替） － － 89,570円 1,030円 179,140円 2,060円
１年前納（現金納付） － － － － 177,980円 3,220円
１年前納（口座振替） － － － － 177,400円 3,800円

（平成22年4月1日現在）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
つ
う
が
く
ろ　

車
の
ス
ピ
ー
ド　

ゆ
る
め
て
ね

髙
田　

瑞
彩
（
学
島
小
学
校
２
年
）

みんなで一緒に介護予防みんなで一緒に介護予防
～あなたも介護予防サポーターになりませんか～

　介護予防に取り組むための講座を開催します。介護予防のために必要な
ことを学び、自分のできる範囲で行ってみませんか。
　受講修了後は、介護予防サポーター（介護予防のボランティア）として
認められます。ご参加をお待ちしています。

■対象者　　　市内に住民登録されている方             　　　　　　　　　
　　　　　　　（年齢制限はありません）
■募集人数　　30人
■実施場所　　市川島庁舎
■参 加 費　　無料
■募集期間　　8月31日（火）まで
■問い合わせ・申し込み
　介護保険課地域支援係（川島庁舎１階）へ電話でお申し込みください。　　　
　問い合わせもお待ちしています。

実施日時 講　座　内　容

９月２８日（火）

１３：００～１５：３０

◆開講式
◆介護予防の必要性、高齢者のからだの特徴
◆介護予防サポーターの活動について
◆介護予防体操（理学療法士）
　～腰痛のある方の運動方法の進め方について～

１０月２６日（火）

１３：００～１６：００

◆認知症予防について（作業療法士）
　～遊びリテーションを含む予防方法について～
◆介護予防体操（理学療法士）
　～膝関節痛のある方の運動方法の進め方について～

１１月  ９日（火）

１３：００～１５：３０

◆地域における介護予防サポーターの役割
　～自分たちが地域でできることを考える～
◆閉講式

●問い合わせ・申し込み　市介護保険課　☎㉕6627

 準備物：筆記用具、タオル、お茶など（水分補給のできるもの）
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行
っ
て
き
ま
す　

あ
ご
ひ
も
つ
け
て　

気
を
し
め
て

横
田　
　

圭
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

8　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
11 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

口腔（こうくう）ケア
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 栄養のお話（食物せんい）

16 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 介 護 予 防 体 操
17 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 口 腔 ケ ア

13：30～14：30 湯立会館 山　川 楽 し い 脳 体 操
18 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
19 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 介 護 予 防 体 操
20 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 栄養のお話（水分のとり方）
24 火 9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 栄養のお話（食物せんい）

9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操
25 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 介 護 予 防 体 操
26 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 栄養のお話（食物せんい）
27 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 栄養のお話（食物せんい）

13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操

9　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 木 9：30～10：30 忌部農業構造改善センター 山　川

健
康
チ
ェッ
ク

楽 し い 脳 体 操
6 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川 楽 し い 脳 体 操
7 火 13：30～14：30 川島公民館 川　島
8 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
10 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

8月・9月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

後
も
、何
度
で
も
感
染
し
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
子
宮
頸
部

か
ら
、直
接
ブ
ラ
シ
や
ヘ
ラ
で
細
胞

を
こ
す
り
取
り
、顕
微
鏡
で
調
べ

る
検
査
で
、治
療
を
必
要
と
し
な

い
段
階
か
ら
異
常
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。異
常
が
見
つ
か

れ
ば
産
婦
人
科
で
精
密
検
査
を
行

い
、治
療
が
不
要
な
場
合
で
も
経

過
観
察
を
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、各
自
治

体
で
20
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て

２
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、職
場
で
も
職
員
本
人
や
配

偶
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。個
人
で
も
産
婦

人
科
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
：
最
近
、発
が

ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対
す
る
予
防
ワ
ク

チ
ン
が
で
き
ま
し
た
。10
歳
以
上

の
女
性
に
適
応
が
あ
り
、３
回
の

接
種
で
効
果
が
得
ら
れ
、感
染
を

７
割
防
ぎ
、20
年
以
上
は
有
効
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
で
子
宮
や
命
を
失

わ
な
い
た
め
に
：
が
ん
が
発
生
す

る
以
前
の
若
い
時
期
に
予
防
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
、定
期
的
に
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
と
は
：
子
宮
頸
部

（
子
宮
の
入
口
付
近
）に
で
き
る
が

ん
で
す
。日
本
で
は
、20
〜
30
代
の
若

い
女
性
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

●
症
状
：
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

な
く
、進
行
す
れ
ば
、お
り
も
の
の
異

常
、不
正
出
血（
月
経
時
以
外
の
出

血
）な
ど
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

●
治
療
：
手
術
、放
射
線
、抗
が
ん
剤

に
よ
る
治
療
が
あ
り
、が
ん
の
ひ
ろ

が
り
や
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
選
び
ま

す
。一
般
的
に
、が
ん
に
な
る
前
の
状
態

（
前
が
ん
病
変
）や
ご
く
初
期
の
が

ん
で
は
子
宮
頸
部
の
悪
い
と
こ
ろ
だ

け
を
取
り
除
く
手
術（
外
来
手
術
が

可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）で
治
る

の
で
、妊
娠・出
産
も
可
能
で
す
。

●
原
因
：
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
が
原
因
で
す
。子

宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

は
、発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
呼
ば
れ
ま

す
。

●
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
：
感
染
し
て

も
、９
割
以
上
は
免
疫
の
力
で
自
然

に
排
除
さ
れ
ま
す
が
、感
染
が
持
続

す
る
と
、子
宮
頸
部
の
細
胞
に
異
常

が
あ
ら
わ
れ
、さ
ら
に
そ
の
一
部
は
、

が
ん
化
し
ま
す
。ま
た
、排
除
さ
れ
た

麻
植
協
同
病
院

産
婦
人
科 

医
長  

井
川
佐
紀

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑪
』

子
宮
頸（
け
い
）が
ん

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

君
の
頭
を　

守
る
友

住
友　

月
美
（
川
田
小
学
校
６
年
）

税に関する情報は国税庁ホームページで　http://www.nta.go.jp
●問い合わせ　川島税務署　☎㉕2211

○電話相談センターのご案内

・相談時間は、月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時までです。(休日を除く)
・通話料金は、おかけになった税務署までの料金で利用できます。
・面接による相談は行っておりません。

電話相談センター

国税に関するご質問・ご相談は、  電話相談センター   をご利用ください。

①税務署の代表電話番号へお電話ください。

②自動音声案内が流れますので、ダイヤルまたはプ
ッシュボタンで「１」番を選択してください。（注）

③相談内容の番号を選択してください。
　「１」･･･所得税
　「２」･･･相続税・贈与税・譲渡所得
　「３」･･･法人税・源泉所得税
　「４」･･･消費税・印紙税
　「５」･･･その他のご相談

（注）次のご用件の方は、税務署におつな
ぎしますので「２」番を選択してくだ
さい。

　・国税の納付相談の方
　 ・具体的・個別的なご相談の方（面接相談）
　・税務署にご用の方
※面接による相談をご希望の方は、事前に、
面接日時等を予約していただき、税務署
でご相談いただくことになります。

※予約の際には、お名前、ご住所、ご相談
の内容等をお伺いします。

「
人
権
の
花
」
贈
呈
式
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
吉
野
川
市
・
徳

島
県
地
域
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
「
人
権
の
花

運
動
」
の
指
定
を
受
け
人
権
の
花

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
浦
小
学
校
の
人
権
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
毎
日
の
水
や
り

等
を
し
な
が
ら
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

花
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
生
命
の
大
切
さ
を

知
り
、
優
し
さ
や
相
手
に
対
す
る

思
い
や
り
の
心
の
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

  

本
協
議
会
で
は
、
今
年
度
も
各

種
の
人
権
教
育
研
究
大
会
や
研
修

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
人
権
教
育
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
浦
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
温
か
く
支
え
合
え
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
治
会
・
天
寿
会
・

婦
人
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
企
業

な
ど
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

人
権
を
尊
重
し
住
み
よ
い
地
域
・

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

例
年
12
月
に
「
上
浦
地
区
人
権

教
育
推
進
大
会
」
を
上
浦
小
学
校

体
育
館
で
開
催
し
、
幼
稚
園
・
小

学
校
で
の
人
権
問
題
学
習
の
取
り

組
み
・
成
果
の
発
表
、
各
種
大

会
の
参
加
報
告
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
権
教
育
啓
発
の
重

要
な
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
園

児
・
児
童
の
演
じ
る
劇
や
音
楽
な

ど
か
ら
受
け
る
感
動
は
、
集
ま
っ

た
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、「
人

権
の
大
切
さ
や
人
と
し
て
の
生
き

方
」
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
初
旬
、
上
浦
小
学
校
で
、

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

温
か
く
支
え
合
う

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り

―
上
浦
地
区

　
　

  

人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

税務署からのお知らせ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
一
度
だ
け　

一
回
だ
け
が　

事
故
の
も
と

尾
形　

美
里
（
川
田
中
小
学
校
６
年
）

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ツ
ユ
ク
サ　

ツ
ユ
ク
サ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ツ

ユ
ク
サ
は
、
日
本
全
土
、
ア
ジ

ア
全
域
、
ア
メ
リ
カ
東
北
部
な

ど
世
界
中
に
広
く
分
布
す
る
一

年
生
草
本
で
す
。
や
や
湿
っ
た

空
き
地
や
道
端
な
ど
に
生
育

し
、
節
か
ら
根
を
出
し
枝
分
か

れ
し
て
広
が
り
ま
す
。　

　

花
は
６
〜
９
月
に
か
け
て
１

㎝
ほ
ど
の
青
い
花
を
つ
け
ま

す
。
葉
は
、卵
形
の
披
針
形
で
、

毛
は
な
く
先
が
と
が
っ
て
い
ま

す
。

　
『
鴨つ

頭き

草く
さ

に　

衣
色
ど
り　

摺す

ら
め
ど
も　

移
ろ
ふ
色
と　

い
ふ
が
苦
し
さ
』

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
ツ
ユ
ク
サ
の
色
を
着
物
に
染

め
た
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
色
は

す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
か
ら
、

ど
う
し
よ
う
と
迷
っ
て
苦
し

い
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
31
日
㈫
、
９
月
30
日
㈭
）

◆
眞
鍋
佳
資
先
生
に
よ
る
夏
休
み

自
由
研
究
教
室

―
採
集
物
の
名
付
け
―

と
き　
８
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

◆
楽
し
い
箱
庭
体
験
講
座
「
子
ど

も
編
」

講
師　

家
庭
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
つ
ゆ
く
さ　

矢
部
千
鶴
子
さ
ん

と
き　
８
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

◆
学
読
書
会

と
き　
８
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
31
日
㈫
、９
月
30
日
㈭
）、

振
替
休
日
（
９
月
21
日
㈫
）

◆
お
は
な
し
会

８
月
14
日
㈯
、
９
月
11
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

８
月
21
日
㈯
（
夏
服
の
少
女
た
ち
、

ほ
か
）

９
月
４
日
㈯
（
ヨ
ウ
カ
イ
と
む
ら

ま
つ
り
、
ほ
か
）
18
日
㈯
（
に
じ

に
な
っ
た
さ
か
な
、
ほ
か
）
午
後

２
時
か
ら
（
約
１
時
間
）

「
夜
行
観
覧
車
」

　
　
　
　
　
　

湊　

か
な
え　

著

「
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」

　
　
　
　
　

森
見　

登
美
彦　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

８
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
か
ら

／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室
・
和

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
天
地
明
察
』　　

冲
方　

丁　

著

『
裁
判
員
』　　
　

小
杉
健
治　

著

『
隣
り
合
わ
せ
の
殺
意
』

　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎　

著

『
斬
恨
の
剣
』　　

神
室
磐
司　

著

『
伽
羅
の
橋
』　　

叶　

紙
器　

著

『
屍
の
命
題
』　　

門
前
典
之　

著

『
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
！
蒸
し
料
理
』

　
　
　
　
　
　
　

大
庭
英
子　

著

『
失
敗
し
な
い
梅
干
し･

漬
け
物
』

　
　
　
　
　
　
　

今
泉
久
美　

著

『
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊
』

　
　
　
　
　
　
　

川
上
弘
美　

著

『
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
パ
パ
』

　
　
　
　
　
　
　

山
本
幸
久　

著

『
狼
た
ち
の
聖
戦
』
落
合
信
彦　

著

『
オ
ー
ル
・
マ
イ
・
ラ
ビ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　
　

小
路
幸
也　

著

『
暴
走
検
察
』　　

上
杉　

隆　

著

『
万
能
鑑
定
士
Ｑ
の
事
件
簿
』

　
　
　
　
　
　
　

松
岡
圭
祐　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ぴ
ょ
こ
た
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
９

９
９
』　　

  

こ
の
み
ひ
か
る　

著

『
徳
田
さ
ん
ち
は
お
ば
け
の
一
家
』

　
　
　
　
　
　

ね
じ
め
正
一　

著

『
ぼ
く
と
か
あ
さ
ん
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ジ
ャ
レ
ッ
ト
と
バ
ラ
の
谷
の
魔

女
』　　

  

あ
ん
び
る
や
す
こ　

著

『
昆
虫
の
迷
路
』

　
　
　
　
　
　

香
川
元
太
郎　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
８
月
、９
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日
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自
転
車
と　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は　

友
達
だ

和
泉　

朱
音
（
種
野
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

台
風

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
夏
休

み
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

　

子
ど
も
を
ね
ら
う
悪
質
な
事
件

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全
に
気

を
つ
け
て
楽
し
い
夏
休
み
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

い
か　
　

行
か
な
い

の　
　
　

乗
ら
な
い

お　
　
　

大
声
で
さ
け
ぶ

す　
　
　

す
ぐ
逃
げ
る

し　
　
　

知
ら
せ
る

携
帯
電
話
の
安
全
な
使
い
方
を

　
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
よ
る

犯
罪
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め

の
３
つ
の
Ｎ
Ｏ
。

１
．
見
な
い
！

　
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
か
か

わ
る
も
の
は
、
絶
対
に
見
な
い
。

２
．
書
き
込
ま
な
い
！

　

自
分
で
書
き
込
み
、
犯
罪
被
害

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
．
絶
対
会
わ
な
い
！

　
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」、「
チ
ャ

ッ
ト
」
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
知
り
合
っ
た
人
と
は
絶
対
に
会

鴨
島
東
中
学
校　

澁
川　

亮
輔

台
風
が
や
っ
て
き
た

み
ん
な
家
の
中
で

静
か
に
し
て
い
る

鳥
も
虫
も
魚
も

静
か
に
し
て
い
る

台
風
が
や
っ
て
き
た

家
の
外
で
は

風
が
お
お
さ
わ
ぎ

葉
が
飛
ば
さ
れ
枝
が
揺
ら
さ
れ

ま
る
で
葉
っ
ぱ
た
ち
の
運
動
会

安
全
で
楽
し
い
夏
休
み

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

8・9月
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ８月 ９月
梶本胃腸科内科 24－2413 11 13
麻名内科外科クリニック 26－0020 12 6
糸田川クリニック 24－7555 13 11
糸 田 川 眼 科 24－2531 14 16
富 本 医 院 42－3123 ⑮
古本内科クリニック 24－7377 16 17
後 藤 田 外 科 24－2720 17 18
美 摩 病 院 24－2957 18 21
木村内科胃腸科 24－6413 19 25
四 宮 医 院 25－2016 20 24
渡 辺 医 院 24－7177 21 22
工 藤 内 科 医 院 42－3113 ㉒
杉 山 医 院 25－2802 23 27
矢 田 医 院 25－2006 24 28
松 永 医 院 42－2110 25 29

医　院　名 電話番号 ８月 ９月
谷 医 院 42－2353 26 30
鈴木内科（敷地）24－5880 27
阿 部 整 形 外 科 24－4880 28
井 内 内 科 24－3070 ㉙
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 30
鈴木内科（喜来）24－3413 31
石原内科循環器科 24－2536 1
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 2
森 住 内 科 医 院 22－3010 3
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 4
高橋皮膚科クリニック 24－5122 ⑤
さ く ら 診 療 所 42－5520 7
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 8
三木リハビリテーション病院 42－6616 9
あ お ぞ ら 内 科 22－1131 10

医　院　名 電話番号 ８月 ９月
島 野 外 科 内 科 25－3060 ⑫
和田耳鼻咽喉科 24－2566 14
石 原 小 児 科 24－2388 15
杏 和 医 院 22－0333 ⑲
中西内科クリニック 42－6755 ⑳
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉓
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉖

休日･夜間在宅当番医表

小児救急医療体制 

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週）　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） 　　☎365151

わ
な
い
。

　

水
の
事
故
に
気
を
つ
け
よ
う

▽
泳
ぐ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

場
所
で
は
、
絶
対
に
泳
が
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
危
険
な
場
所
で
の
魚
釣
り
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
に
注
意
し
よ
う

▽
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
並
進
、

と
び
出
し
、
暴
走
行
為
な
ど
は
事

故
の
も
と
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
安
全
に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
遊
び
や
深
夜
の
外
出
は
、
生

活
の
乱
れ
や
不
良
交
友
の
始
ま
り

で
す
。
犯
罪
被
害
に
あ
う
危
険
も

あ
り
ま
す
。

▽
夜
間
に
学
校
へ
無
断
で
入
り
、

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
は
不
法
侵
入

に
な
り
ま
す
。

▽
事
故
や
事
件
を
起
こ
す
前
に
、

子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ

ず
、
厳
し
く
温
か
く
見
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
生
活
を
親
と
し
て

　

よ
く
見
守
り
ま
し
ょ
う



ご高齢者様が安心して暮らせる住宅です

徳島県板野郡藍住町勝瑞字西勝地12-1
TEL＆FAX 088-641-4165

随時見学受付しております。
お気軽にお電話ください。

医療法人　緑風会
森本医院

☆スタッフが24時間常駐
☆全室トイレ、洗面付き
☆医療法人緑風会が運営
　する　安心の医療支援

高齢者専用賃貸住宅
みどり

高齢者専用賃貸住宅
みどり
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今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税　

第
２
期

納
期
限 　
　

    

８
月
31
日
㈫

※
累
計
は
平
成
22
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
5
月 2件

累
計 9件

救急出動
5
月126件

累
計703件

〈人  権  相  談〉
８月12日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター 
８月17日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
８月24日㈫ 13：30~16：00 山川庁舎講堂
９月９日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター 
９月21日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
９月21日㈫ 13：30~16：00 美郷庁舎２階会議室 

〈行  政  相  談〉
８月12日㈭  9：00~12:00 市役所 1階相談室
８月19日㈭ 13：00~16：00 美郷庁舎２階会議室 
９月６日㈪ 10：00~12：00 山川庁舎101会議室
９月７日㈫ 13：00~16：00 川島公民館会議室
９月９日㈭  9：00~12:00 市役所１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
８月20日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室
９月17日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室平成22年７月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,115人　 （－  3）
　男　　21,340人　 （＋  9）
　女　　23,775人　 （－ 12）
世帯数　17,470世帯 （＋   5）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,020人　男 5,315人　女 7,705人

369人 （＋7）
48人 （－1）
321人 （＋8）
348世帯 （＋7）

●出前

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
8

2010年（
平
成
22年

）8月
号

通
巻
71号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

　「ふるさと納税」とは、吉野川市に対して実際に税金を納め
ることではなく、寄附をしていただくことをいいます。寄附し
ていただいた金額の一部が本来納めるべき税金から控除され
ることにより、結果的に吉野川市に納税するのとほぼ同じ効果
（市の収入）になります。
　税控除には上限がありますが、住民税所得割額の１割相当
額までの寄附金であれば、２千円を超える額が所得税で、５千
円を超える額が住民税でそれぞれ控除の対象となります。
　吉野川市で生まれ、育った方だけに限らず、吉野川市を第２
のふるさと、心のふるさとと思ってくださる方も「ふるさと納
税」できます。
　詳しくは、市企画財政課（寄附金の手続き関係）または市
税務課（税控除関係）までお問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご覧ください。

■市企画財政課 ☎0883-22-2221　■市税務課 ☎0883-22-2215
■ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/other/furusato/index.html

あなたの思いが生かせます

吉野川市に縁がある市外在住のお知り合いはいらっしゃいませんか？
ふるさと納税のご案内

555555

⑤確定申告

①寄附のお申し込み
吉野川市

住所地管轄の税務署

⑥税の控除

③お振り込み

②納付書の送付または
　口座番号の通知

④受領書などの送付

吉野川市を応援
してくださる方

ゆかり




